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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第２四半期累計期間
第35期

第２四半期累計期間
第34期

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年12月31日

自平成23年７月１日
至平成23年12月31日

自平成22年７月１日
至平成23年６月30日

売上高（千円） 3,062,458 3,253,983 5,791,732

経常利益（千円） 148,475 227,214 144,626

四半期（当期）純利益（千円） 52,694 115,473 31,779

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 275,100 275,100 275,100

発行済株式総数（株） 4,351,308 4,351,308 4,351,308

純資産額（千円） 3,921,370 3,947,408 3,899,624

総資産額（千円） 4,793,720 4,828,494 4,466,890

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12.22 26.78 7.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 16.00

自己資本比率（％） 81.8 81.8 87.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
340,344 537,297 379,163

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△188,347 △97,313 △473,944

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△33,969 △83,742 △102,334

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,474,120 1,515,219 1,158,977

　

回次
第34期

第２四半期会計期間
第35期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
11.81 18.43

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

２．売上高には消費税及び地方消費税は含まれておりません。

３．当社は、関連会社を有しておりませんので、「持分法を適用した場合の投資利益」については、記載しており

ません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に

おける異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

フランチャイズ契約

　当社は、当第２四半期会計期間において平成23年９月10日開催の取締役会の決議に基づき、当第２四半期会計期間

において開店いたしました大衆割烹「庄や」「日本海庄や」「うたうんだ村」について株式会社大庄との間にフ

ランチャイズ契約を締結しております。

　上記フランチャイズ契約の概要は以下のとおりであります。

大庄ファミリー契約

(イ）契約の内容　　　　　株式会社大庄から庄やグループの商号・商標・サービスマーク・庄やグループの統一

されたイメージに基づいた店舗の設計、レイアウト、経営上のノウハウ及び加盟店

に対する一切の助成を受ける権利を取得するとともに、株式会社大庄に対して、共

同運営費等の支払い、食材等の指定品目の購入の義務を負う。また、メニューにつ

いても株式会社大庄の指定するメニューを使用しなければならない。ただし、最高

20品目のオリジナルメニューを作成し、顧客に提供することができる。

(ロ）契約の対象　　　　　株式会社大庄の運営する各種業態

(ハ）加盟金等　　　　　　加盟金　　　　　50万円

共同運営費

固定部分　　　　営業面積に対して一定額

変動部分　　　　本部よりの仕入金額に対して一定率

(ニ）契約期間　　　　　　契約締結日より３ヵ年間とする。（自動更新）

(ホ）更新料　　　　　　　３万円

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の発生による生産の減少や消費の低迷による厳しい

状況からスタートしましたが、原子力発電所の罹災に伴う広域にわたる直接的な被害や、それに端を発した全国的

な電力供給不足により経済活動が阻害される状況に加え、欧米各国のデフォルトリスク等に伴う円高も依然として

進行しており、先行きが極めて不透明な状況で推移しております。

　外食業界におきましては、東日本大震災に伴う自粛や計画停電に伴う一時的な営業制限から始まり、放射性物質に

よる被爆リスクのある食材の流通や、牛肉の生食による食中毒死亡者の集団発生といった、飲食の安全・安心を脅

かす事件が連続して発生し、経営を取り巻く環境はさらに厳しい状況となっております。

　こうした状況の下、当社は既存店の活性化を図り、地域一番店を目指す方針に基づき、人材の発掘・登用を積極的

に行い、また、「わざわざご来店いただいたお客様」に感謝するためのきめ細かい施策を継続して実施するととも

に、当第２四半期累計期間におきましては、「庄や」３店舗、「日本海庄や」１店舗、「うたうんだ村」１店舗を開

店するとともに、「庄や」１店舗、「炉辺」１店舗を、それぞれ「やるき茶屋」に業態変更いたしました。

　この結果、当第２四半期会計期間末の店舗数は、大衆割烹「庄や」42店舗、「日本海庄や」38店舗、気楽な安らぎ処

「やるき茶屋」６店舗、カラオケスタジオ「うたうんだ村」８店舗、無国籍料理「KUSHI949KYU」１店舗、コーヒー

専門店「ドトールコーヒーショップ」１店舗、旬菜・炭焼「炉辺」１店舗の合計97店舗となっております。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高3,253,983千円（前年同四半期比6.3％増）、売上総利益は

2,330,945千円（前年同四半期比6.7％増）、販売費及び一般管理費については2,096,122千円（前年同四半期比

2.4％増）となり、営業利益は234,823千円（前年同四半期比70.3％増）となりました。

　経常利益につきましては、227,214千円（前年同四半期比53.0％増）となり、税引前四半期純利益220,393千円（前

年同四半期比130.7％増）、四半期純利益は115,473千円（前年同四半期比119.1％増）となりました。

　なお、当社は料理飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。　

 

(2）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における資産の状況は、現金及び預金を主とした流動資産の増加269,369千円、新規出店

に伴う有形固定資産の増加86,394千円等により、総資産4,828,494千円（前事業年度末比8.1％増）となりました。

　負債は、期末直近月の仕入高の増加による買掛金の増加73,731千円、新規出店に伴う有形固定資産の取得に係る未
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払金の増加116,785千円、未払法人税等の増加116,761千円等により、881,085千円（前事業年度末比55.3％増）とな

りました。

　純資産は、四半期純利益の計上、及び前期末未払配当金の支出計上等により、47,783千円増加し、3,947,408千円

（前事業年度末比1.2％増）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ356,241

千円増加し、1,515,219千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は537,297千円（前年同四半期比57.9％増）となり

ました。

　収入の主な内訳は、減価償却費158,654千円、貸倒引当金の増加による収入13,878千円、及び仕入債務の増加による

収入73,731千円等であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加による支出13,456千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は97,313千円（前年同四半期比48.3％減）となりま

した。

　収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入115,027千円であり、支出の主な内訳は、新規出店に伴う有形固定資

産の取得による支出153,014千円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は83,742千円（前年同四半期比146.5％増）となり

ました。

　支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出15,280千円及び配当金の支払額68,376千円であります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社かんなん丸(E03306)

四半期報告書

 4/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,351,308 4,351,308

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 4,351,308 4,351,308 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）　

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
─　 4,351 ─　 275,100 ─　 88,500
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（６）【大株主の状況】

 平成23年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 佐藤　栄治  埼玉県さいたま市南区 1,934 44.46

 有限会社群青  埼玉県さいたま市南区南浦和2-18-5 529 12.18

 佐藤　京子  埼玉県さいたま市南区 344 7.91

 株式会社大庄  東京都品川区南大井6-28-12 126 2.90

 株式会社小室商店  東京都品川区中延5-9-13 81 1.86

 かんなん丸従業員持株会
 埼玉県さいたま市南区南浦和2-35-11

 南浦和秀華ビル６Ｆ 
66 1.52

 株式会社埼玉りそな銀行  埼玉県さいたま市浦和区常盤7-4-1 50 1.15

 株式会社武蔵野銀行  埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-8 40 0.92

 サントリービア＆スピリッツ株

式会社
 東京都港区台場2-3-3 34 0.79

 住友生命保険相互会社  東京都中央区築地7-18-24 33 0.76

計 － 3,239     74.45

　（注）１．所有株式数の千株未満は、切り捨てて表示しております。

２．上記の他、自己株式が39千株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    39,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,307,400 43,074 －

単元未満株式 普通株式     4,708 － －

発行済株式総数       4,351,308 － －

総株主の議決権 － 43,074 －

 

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社かんなん

丸

埼玉県さいたま市

南区南浦和2-18-5
39,200 － 39,200 0.90

計 － 39,200 － 39,200 0.90
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年７月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、連結すべき子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,283,460 1,556,380

売掛金 36,490 49,947

商品 102 97

原材料 38,000 40,888

前払費用 81,915 75,613

その他 44,953 31,288

貸倒引当金 △74 －

流動資産合計 1,484,847 1,754,216

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,667,985 1,730,823

その他（純額） 328,944 352,500

有形固定資産合計 1,996,929 2,083,323

無形固定資産 15,878 15,354

投資その他の資産

敷金及び保証金 825,903 839,927

その他 180,144 186,437

貸倒引当金 △36,812 △50,766

投資その他の資産合計 969,235 975,598

固定資産合計 2,982,043 3,074,277

資産合計 4,466,890 4,828,494

負債の部

流動負債

買掛金 126,417 200,148

1年内返済予定の長期借入金 31,948 29,440

未払法人税等 3,711 120,473

賞与引当金 1,900 2,200

その他 240,765 374,129

流動負債合計 404,742 726,391

固定負債

長期借入金 12,772 －

資産除去債務 147,149 152,692

その他 2,602 2,001

固定負債合計 162,523 154,694

負債合計 567,265 881,085
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 275,100 275,100

資本剰余金 88,500 88,500

利益剰余金 3,572,406 3,618,886

自己株式 △35,311 △35,396

株主資本合計 3,900,695 3,947,089

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,070 319

評価・換算差額等合計 △1,070 319

純資産合計 3,899,624 3,947,408

負債純資産合計 4,466,890 4,828,494
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 3,062,458 3,253,983

売上原価 877,823 923,038

売上総利益 2,184,635 2,330,945

販売費及び一般管理費 ※
 2,046,732

※
 2,096,122

営業利益 137,903 234,823

営業外収益

受取利息 310 207

協賛金収入 10,017 4,475

その他 6,089 2,184

営業外収益合計 16,416 6,866

営業外費用

支払利息 410 218

貸倒引当金繰入額 4,878 13,878

その他 555 378

営業外費用合計 5,844 14,475

経常利益 148,475 227,214

特別利益

固定資産売却益 － 399

特別利益合計 － 399

特別損失

固定資産除却損 304 4,549

投資有価証券評価損 － 2,671

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 52,653 －

特別損失合計 52,958 7,221

税引前四半期純利益 95,516 220,393

法人税、住民税及び事業税 37,902 112,823

法人税等調整額 4,920 △7,902

法人税等合計 42,822 104,920

四半期純利益 52,694 115,473
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 95,516 220,393

減価償却費 150,626 158,654

貸倒引当金の増減額（△は減少） △57,491 13,878

賞与引当金の増減額（△は減少） 35 300

受取利息及び受取配当金 △668 △500

支払利息 410 218

有形固定資産除却損 304 4,549

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,671

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 52,653 －

売上債権の増減額（△は増加） △14,382 △13,456

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,081 △2,884

仕入債務の増減額（△は減少） 65,699 73,731

長期未収入金の増減額(△は増加) 61,011 1,046

その他 13,995 61,638

小計 363,629 520,241

利息及び配当金の受取額 668 500

利息の支払額 △391 △192

法人税等の支払額 △23,562 △4,082

法人税等の還付額 － 20,831

営業活動によるキャッシュ・フロー 340,344 537,297

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △42,309 △32,306

定期預金の払戻による収入 － 115,027

有形固定資産の取得による支出 △139,545 △153,014

敷金及び保証金の差入による支出 △12,100 △16,177

敷金及び保証金の回収による収入 1,166 －

その他 4,441 △10,842

投資活動によるキャッシュ・フロー △188,347 △97,313

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 －

長期借入金の返済による支出 △15,280 △15,280

自己株式の取得による支出 △147 △85

配当金の支払額 △68,541 △68,376

財務活動によるキャッシュ・フロー △33,969 △83,742

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 118,027 356,241

現金及び現金同等物の期首残高 1,356,092 1,158,977

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,474,120

※
 1,515,219
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【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額 ※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

給料及び手当 773,425千円

賞与引当金繰入額 3,000千円

給料及び手当 812,671千円

賞与引当金繰入額 2,200千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表上に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金 1,562,285千円

  預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △88,164千円

　現金及び現金同等物 1,474,120千円

 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表上に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金 1,556,380千円

  預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △41,161千円

　現金及び現金同等物 1,515,219千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資　
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年９月24日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 68,995 16平成22年６月30日平成22年９月27日

(2）基準日が当事業年度開始の日から当四半期の会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類 配当の原資　
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年９月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 68,993 16平成23年６月30日平成23年９月28日

(2）基準日が当事業年度開始の日から当四半期の会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。　

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年12月31日）　

　　当社は、料理飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年12月31日）　

　　当社は、料理飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 12円22銭 26円78銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 52,694 115,473

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 52,694 115,473

普通株式の期中平均株式数（株） 4,312,152 4,312,078

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

当第２四半期会計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

　該当事項はありません。

 

２【その他】
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　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

株式会社かんなん丸

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　典邦　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社かんなん丸

の平成23年７月１日から平成24年６月30日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年10月１日から平成23年

12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年７月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社かんなん丸の平成23年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　

　報告書提出会社）が別途保管しています。

　　　　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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